
※現時点のとりまとめイメージです。

まちづくりの整備の方向性（案）
東伏見駅周辺地区
まちづくり基本計画

連続立体交差事業
❷

❸

❸

❶

まちづくり構想における分野別の方針

●・・・駅周辺： 地域資源などを活かし、にぎわい、交流の活性化

●・・・住宅地： みどり豊かで、快適に暮らし続けられる住環境づくり

●・・・みどり・水辺・景観： 地域資源を活用し、人々がにぎわうまちづくり

●・・・交通環境： 安全で歩きやすく使いやすい道路などの交通環境の形成

●・・・防災・防犯： 災害に強く、安全で安心して生活できるまちの形成

• ① 連続立体交差事業にあわせた駅の拠点性を高める土地利用の誘導●
• 地区計画などまちづくりのルールによる良好な住環境の形成、防災性の向上●●

•

•

●●に関する方向性

• ② 駅の南北駅前広場の再整備による西武新宿線南北における一体性の確保●●
• ③ 都市基盤整備・道路空間の再配分による安全な道路ネットワークの構築●●
•

•

●●に関する方向性

• 高架下における施設誘導によるにぎわいの創出●
•

•

●●に関する方向性

資料４

まちづくり協議会でいただいた分野別の方針１～５に対するご意見を取りまとめ、
整備の方向性を整理します。

整理した内容について、第５回協議会で改めてご意見をいただく想定です。
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